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数には集合数と順序数とがある｡本単元では,集合数を既習事項として順序数を数
の新たな機能として学習する｡しかし集合数と順序数を明確に区別して理解すること
は難しい｡どちらも最後に唱えた数によって表されるからである｡そこで,算数的活
動の工夫が求められるC算数的活動については,20年の答申で ｢理解する活動｣｢活
用する活動｣｢考え説明する活tbJ｣などが例示された｡本研究では,これらの例示に
合わせた算数的活動を工夫して順序数と娘合数の理解を深めると共に.第数的活動を
通して思考力 (類推的な考え)･判断力 .表現力の育成を図るOどんな算数的活動が
どんな力 (思考力 ･判断力 ･表現力)の育成と結びついているのかを閑適付けて考え
て,実際の授業を通してその有効作を検討した｡
key-words:集合数と順序数
1 はじめに
数にはものの個数を表す集合教と順番や
位置を表す順序数とがある｡集合数につい
ては,これまでに ｢10までの数｣におい
て理解を深めている｡本単元では,順指数
を新たな数の機能として学習し,集合敏と
対比させながら,その意味をより深く理解
できるようにする｡
算数的な活動については,平成20年 1
月に発表された中央教育番活会答rFlの第数
･数学の改善の具体的事項に,｢数学的な
思考力や表現力を前めたり,学んだことを
学習や生活に活用したりするために,今後
も策数的活動を一層重視していくO｣とL,
｢数伯や図形についての意味を理解する活
動｣r身に付けた知織 .技能を活用する活
動｣｢間越解決の方法を考え説明する活動｣
などが恭敬的活動として例示されたC
本実践でも,単元のねらいを達成するた
めに,策数的惜軌を r理解する活動｣｢特
用する活動Jr考え説明する活動｣と位押
付けると共に,思考力 ･判断力 ･表現ノJの
*高染市立川面小学校
育成を図ることにしたD
2 単元の指導計画 (全2時間)
(1)第 1時
ねらい
順序数の意味を知り,｢上｢､`｣などの基畔
の必*-･性に気付いて,順番や位置を数を用
いて表すことができる｡
主な学習活動
G)｢先生が好きなアイスクリー ム｣の問題
を考える精勤を通 して,r上 卜｣の基畔
の必要性に気付き,順序数を用いて表現
する｡
② ｢先生が好きなアイスクリー ムJの問題
を考える活動を通して,｢左右｣の適確
の必要性に気付き,順序数を用いて表現
する｡
③ ｢先生が好きなアイスクリー ム｣の問題
を通 して,｢前後｣の基準の必要性に気
付き,順序数を用いて表現する｡
(2)第2時
ねらい
順序数と張合数を区別する活動を通して,
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順序数の理解を深める｡
主な学習活動
① ｢,lil.ちましょうゲーム｣を通して, 順序
数と妹合数を体験的に#.解する｡
(行動的把握)
②絵に色をぬる活動を通して,順序数と集
合数を視覚的に理解する｡(映像的把握)
③順序数と集合教を数や音典を用いて表す
活動を通して,順序数と塊合数の理解を
深める｡(記号的把握)
3 育てたい数学的な思考力 ･
判断力 ･表現力
(1)思考力 (類推的に考える)
顎推的に考えるとは.以前に学習した同
じような学習場面を想起して課題を解決す
ることである｡本中元では具体的に次のよ
うにして,類推的に考えるノJを育成する｡
順J'(:数の学習では.r上下｣r左右｣｢前
後｣などの其準を考えて,位置や順解を数
字で表すことをめあてにしている｡このた
めにまず ｢上下｣の学習場面において,｢上
F'｣という基準の必塵件に気付くことがで
きるような算数的活動を工夫する｡(後述
4の (1))
続いて r左右｣｢前後｣の学習場面を提
示する｡基叩Ifを必要とするl'-JCような学習
場面なので,十どもたちは,類推的に考え
て ｢左右｣｢前後｣などの鵜準の必要他に
気付くことができると考えるO
低学年の子どもは,既習事項が少ないが,
類推的に考えたり帰納的に考えたりするこ
とは十分可能である｡この場面でも,教師
が数学的な思考力 (類推的に考える)を誘
発する裾問を青砥的に行うことが重要であ
る｡こうして培われた数学的な.思考力は,
やがて知孤や技能を活用する時の原動力と
なる｡
(2)判断力
順序数の意味を理解 していても,順序数
と集合数を区別する学習場面では,両者を
混同いてしまうこともナ想される｡
順序数と集合敏のrx一別を体験的に把握す
る ｢立ちましょうゲーム｣,順序数と張合
敬の区別をより確かなものにする ｢色ぬ
り｣,｢数やことばによる表現Jなどの活
動 (後述4の (2))は,いずれも順序数
と張合数を区別する判断力を高める策数的
所動であるO
(3)表現力
1時FHj目や2汀耶月日の学1-.Jでは,｢○か
ら1番臥 2番目,3番目･･｣と数えた
り ｢○から123･･｣と数えたりして答
えを求め,数図ブロックを用いて説明する
活動が行われる｡これらの活動は,自分-
の説明や他者-の説明という形を取りなが
ら,確かな理解を支える重要な算数的活動
となる｡(後述4の (3))
4 取り組ませたい算数的活動
(1)基準の必要性に気付く活動
(｢理解する活動｣)
ここでは,順番を表す時に,基節をi'めて
考える必要に気付かせる活動を行 う｡(節
1時)尖際の学習場面では,質料1のよう
なワークシー トをI4-k備する.これはナビも
たちが使用している教科.望 (啓林飽)を一
部修正して作成したものである｡白い口の
中の基唯を成す言葉 (｢うえ｣｢した｣rみ
ぎ｣rひだ り｣rTEえ｣｢うしろ｣)は削 ､
ていない｡
まず ｢上下｣の場面を扱 う｡そこで ｢上
ド｣という基唯の必要性に気付く凝間を行
うO良体的には,r先生は4番目のアイス
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クリー ムが好きです｡さて何のアイスクリ
ームでしょう｡｣と基準をわざと言わない
で発間をする｡これによって子どもたちは,
基準の必要性に気付き ｢上から｣｢下から｣
という言薬を自ら発するようになる,次に
｢左右｣の場面を扱う｡また同じように基
経を言わないで先生が好きなアイスクリー
ムの問題を出す｡子ともたちは,上下の場
面と問題場融が類似 しているので,類推的
に考えてr左右｣の基碑の必要性に気付くo
r前後｣の場合も同様である｡
匪⊃]
(2)順序数と集合数を区別する活動
(｢理解する活動｣)
これは,ゲーム ･色ぬり･数や言葉によ
る表現などの活動を通して,順序数と集合
数の区別が正しくできるようにする活動で
ある｡(第2時)｢何番剛 という表現は,
日常生活の中でも頻繁に使われているの
で,学習のレディネスがあるものと思われ
る｡しかし,集合数と順序数を求める行為
は,いずれも最後に唱えた数によって表さ
れるので,両者を区別することは難しいO
そこで,子どもたちが両者を明確に区別
することができる歩数的活動の工夫が求め
られる｡このことは,ゲーム ･色ぬり･数
や言葉による表現を一連の活動として行う
ことによって可能になるaこの一連の活動
はブルーナ-の認知形成理論(IES原理)
に基づくもので,5の ｢順序数と鉱倉敷を
区別する一連の活動｣のところで詳しく述
べ二､)○
(3)数図ブロックを用いて説明する活動
(｢考え説明する活動｣)
資料2 の写真は,第 1時で先生が好き
なアイスクリー ム (例 :ぶどうのアイスク
リー ム)はどこにあるか,数闇ブロックを
用いて説明している (｢右から3番目｣)
場面である｡
また資料30)写古は,第2時で,｢前か
ら:3番目のひよ子｣や r前から3びきのひ
よ子｣に色をぬる際に,どこをぬったらい
いか数回ブロックを置いて説明している場
面である｡
匪垂司
このような数回ブロックによる説明活動
によって,順序数の意味の理解が確かなも
のになると考える｡
5 順序数と集合数を区別する
一連の活動
(1)IES原理と第2時の活動
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アメリカの認知心理学者ブルーナ-の
認知形成理論 (IES原理)によると,節
たに学習される内容は,行動的把握に始ま
り,映像的把握の段階を経て記号的把握-
と進み,次第に稚解が内面化されていくと
している｡したがって新しい事柄を学習し
ようとする場合は,この3つの段階を一連
の活動として経験できるような学習活動を
組むことが望ましい｡
簡2時の活動では,｢立ちましょうゲー
ムの曙動｣が行動的把握,｢プリントの色
を塗る活動｣が映像的把握,｢数や言張に
-.空き表す活動｣が記号的把握に相当するO
(2)行動的把握の段階
ここでは ｢立ちましょうゲーム｣を通し
て,順序数と央合数を区別する行軌的把捉
を阿る｡入学して間もない 1学期の学習に
おいては,ゲーム的な要素を取り入れて,
学習活動を楽しくすることは,欠かせない
1二大となる｡
本時では,一列に並んだ子どもたちに,
｢前から〇番目の人立ちましょう｡｣(順
序数の問題)｢後ろから〇人立ちましょう｡｣
(集合数の問題)などの間越を出して楽し
く活動に取り組ませるようにする｡学習を
効率的に進めるために,出店する問屋副こ次
のような順序性を付けるD
第1盾目:順序数だけの問題
第2番目:iJi合数だけの附埴
第3番田:順序数と雄倉敷が混ざった間脳
(3)映像的把握の段階
ブルーナ一によると,6-7歳児の子ど
もは,映像的把握の段階にあり,比敏によ
る把握が盛んに行われているとしている｡
これを受けて本時は,順序数や集合数の意
味を理解して,該当する部分の絵に色を塗
る活動において,削斗4のようなプリント
を確脳した.
これは子どもたちが使用している教科∬
を一部修TFして作成したものであるOこの
プリントは,順序数と集合数を区別して考
える時に,同じ素材 (小鳥 ･車)で学習で
きるよさがある｡素材が同じなので,順序
数と集合数の違いを比較によって,しっか
りと映像的に把握できるのである｡
医匝司
･まえtlら 5tJ:+A ■I
S 鍋 的 ℃れ 31
･まえすら 3t^一き
匂 鍋 鋼
･まえ+､ら Sは1し■)
左ふくi如 勾
･まえすら Sf{ヽl
d■■■■■ ■ ■一 朗
(4)記号的把握の段階
映像的把捉の時と同じように, 順序数と
集合数を区別して考える時に,同じ素材の
絵を用いることとし.比較して区別し易く
する｡資料5は,その時に用いたプリント
である｡
直tLj]
叩 こi完論 示
E3,なんばんめです廿?
鵬[亘]g佃
匝ヨけちた]-
匝⑲ 雷ヾ
0 rモう)rb7hJrともl嘩弛 つZhていは
しょう.
上のプリントが順序数の理解を深める内容
で,下のプリントが集合数の理解を深める
内容である｡
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6 授業の実際 (第2時間目)
① 数囲ブロックを用いて ｢立ちましょう
ゲーム｣の内容を理解させ興味関心を
持たせる
T この絵は何をしているところでしょう｡
教科書の挿絵(rわくわくさんすう1JPIB 啓林館)
たちましよう｡
P 包 .
?
?
?
?
?
???
C 前の列は,子どもが4人立っている｡
C 後ろの列は,子どもが一人立っている｡
T どの子が立っていますか｡
C 前から4番目の子どもです｡
T ｢前から4番目｣と ｢前から4人｣に
数図ブロックを置きます｡数図ブロッ
クは,何個おけばいいですか｡
C 前から4人は,4つ｡
C 前から4番目は,1つ｡
C みんなで椅子を並べてやってみたい｡
② ｢立ちましょうゲーム｣のルールを知ら
せる
T これから ｢立ちましょうゲーム｣をし
ますoルールを祝明します｡
｢～から〇番Rの人Jと ｢-から
〇人｣の追いをよく(,Tuいて立ち
まLj:うL.
赤l∫Iの2つのチームで行います
聞迎えて立一･たら.相T-チームの
得点になります｡
立ちましょうと言ってから立って
くたさい｡
③ 順序数の問題を出す
T 前から3番目の人,立ちましょう｡
T 後ろから4番目の人,立ちましょう｡
④ 集合数の問題を出す
T 前から5人,立ちましょう｡
T 後ろから3人,立ちましょう｡
⑤ 順序数と集合数が混ざった問題
丁 前から2番目の人,立ちましょう
T 後ろから4人,立ちましょう｡
⑥ 色ぬりをして色をぬったわけを説明する
T 前から3番目のひよこに色をぬり重しょう｡
T 前から3匹のひよこに色をぬりましょう｡
C 匪 臼]
T 色をぬったわけを数図ブロックを使っ
て話しまし上 う o
c 匪画
⑦ 数や言葉による表現
T プリントを見て答えましょう｡犬は何
番ですか｡
C 匪亙司 の との写寛
T プリントを見て答えましょう｡ゾウ･
ネズミ･サルを ｢ひだり｣｢みぎ｣を
使って,数字やことばで書きましょう｡
C 匪 巨司 の 卜の写央
⑧ 今日の勉強をして大切なことはどんな
ことでしたか｡
C ｢4番目｣だったら4でもひとつだけ｡
C ｢～目｣は,1つということ｡
7 順序数の活用を意図し
た算数的活動
順序数の活用を意図したする算数的活動
を工犬することは,数学的な思考力 (類推
的に考える)を高めたり順序数の理解を習
熟させたりすることにつながる｡ここでは,
2つの活用場面を提案する｡
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(1)日常生活-の活用
日常生活-の活用は,P∫SA型の学力
では ｢利用｣に相当する｡ここでは自分の
座席 ･ロッカー ･植木鉢など,子どもたち
にとって身近で日常的な場面を取 り上げ
て,順序数を用いて表現させるO
実際の授業では, 1時間日の授業のまと
めの場面で,｢ぼくの教室は,上から2番
目で,右から1番目｣という発言が見られ
た,`これは1年生の教室の位倍を表そうと
思った子どもが,2回建ての校舎をイメー
ジして順序数を〔l発的に活用 した場面であ
る∩
(2)ゲーム化した活動
ここでは ｢数囲ブロックとりゲーム｣を
提案する｡このゲームは,2人組で行 う｡
お互いに数回ブロックを一列に並べて,質
料6の吹きLP.Lにあるような問題を交互に
出し合いブロックを操作する丘tEしくブロ
ックが捜査できたら得点になる｡
この活動のよさは,子どもたちが順序数
の知油を何回も楽しく活用することを通 し
て,順序数U)意味の理解の習熟を図ること
ができる点にある｡
匿.I_i;□
致図ブロックとリゲ ムー
ひだり』 ■ 轟
みきから2ぽん
めをとりましょう.
■ ■ みぎ
8 結果と考察
1時間日の基準をわざと言わずに ｢先/巨
の好きなアイスクリー ムを｣考えさせる授
慧では,子どもたちから｢上からですか?｣
｢下からですか?｣などの質問がすぐに出
され,基畔の必要性に気付かせることがで
きたoまた,｢左右｣｢前後｣の学習場面
では,｢上下｣の学習場面から類推的に考
えて ｢左から｣｢前から｣など,基準の必
要性に気付くことができた｡義輝をわざと
言わずに ｢先生の好きなアイスクリー ム｣
を考えさせる算数的活動は,順序数の意味
を理解したり思考力 (類推的な考え)を育
成したりするのに有効であった｡
2時間目の順作数と銀合数を区別する学
習では,授業の最後には全員が,数や言典
を用いて順序数と集合数を表すことができ
た｡ゲーム ･色ぬり･数や音楽で表すとい
う一連の算数的活動托,順序数と集合教を
rxI別する判断)Jの育成に有効であったu
l･2時間目に,牧図7L=ツクを用いて
自分の考えを説PJlする括動では,ブロック
を置くことで.rl･2･3｣と教えた軌
跡を残すことができるので,説明の意図が
明瞭に伝わっていた 数園ブロックという
教具を用いる説明は,表現力を而める効果
を認めることができた｡
また順序数の活用を居間した算数的な活
動については,2つの提案を行っている｡
これらについては,今後の実践を通 して,
その有効性を確認 していきたい｡
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